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２．侵略性評価   

愛知目標達成のための侵略的外来種リスト 

の掲載種選定手順について 

※赤字下線部は平成 24年度第２回侵略的外来種リスト会議資料からの修正点 

＜掲載種選定手順フロー（案）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．検討対象種と評価対象種の選定 

 

 

 

 

最大値で評価（合算しない） 

 

 

侵略的外来種リストへの掲載種を決定するにあたり、それぞれの生物群すべての種

に対し、一つずつ掲載の有無を検討することは不可能である。そのため、まず検討対

象種を抽出し、さらにその中から評価できる情報の有無等を勘案して、詳細な検討を

行うべき評価対象種を抽出した上で、リスト掲載種を選定する。 

＜検討対象種選定の元になるリスト＞ 

・ 要注意外来生物 

・ 既存のリスト（IUCN ワースト 100、日本の外来種ワースト 100、ISSG、地方版

外来種リスト等）掲載種 

・ 専門家からの情報提供  

生物学的条件 

（１）生物学的な定着の可能性 

自然環境・社会経済的条件 

（A1）海外からの導入の可能性 

生物学的条件 

（２）被害の甚大性（生態系） 

（３）分布拡大・拡散の可能性 

 

自然環境・社会経済的条件 

（A2）利用による逸出、付着・混入による拡散の可能性 

 

自然環境・社会経済的条件 

（B）生物多様性保全上重要な地域へ

の影響 

（C）特に問題となる被害（人的・経

済的） 

 

３．リ ス ト 掲 載 種 決定 

 

（１）対策優先種の選定 

（２）付加情報の整備 

 → 対策の推進に資する情報を公表 

ある 

ない（掲載しない） 

小さい・ない（掲載しない） 

大きい 

ある 

いずれにもあてはまらない 

（掲載しない） 
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